
Temporary Exhibition

　令和 6年度、国分寺市が市制施行 60 周年を迎えます。
昭和 39 年 11 月３日、市として新たな一歩を踏み出し
たその瞬間、地域の人々はどんな想いでその日を迎え
たのでしょうか。武蔵国分寺跡資料館が保管する約 12
万点の広報写真データベースから、当時の市報に掲載
された写真に加え、未公開のものから厳選した写真を
特別に公開します。新庁舎（戸倉）から始まる華やか
なパレード、市民が一丸となった記念運動会、お祝い
ムードで賑わう商店街の風景など、市として歩み始め
た記念すべき日を活気あふれる写真で綴ります。この
写真展を通じて、市が発展していく過程や、市民一人
一人の物語を感じることができるでしょう。歴史的な
日とその瞬間を写真と共にぜひ体験してください。

　蝶やタマムシの羽が見る角度により様々な色に輝い
て見えるのはなぜでしょう？おたかの道湧水園の園内
には、四季を通じて様々な虫が生息しており、例年７
月～８月には、長屋門前の老木にタマムシが姿を見せ
ます。タマムシの羽は、その美しさから飛鳥時代の宝
物「玉虫厨子」（法隆寺所蔵）の装飾に使われていたこ
とでも知られています。
　本企画展では、平成４年度に浜野栄次氏のご遺族か
ら寄贈いただいた「浜野栄次昆虫コレクション」の中
から、タマムシ、コガネムシ、モルフォチョウ、シジ
ミチョウなど約 16 点の標本を展示し、＂虫の色のひみ
つ＂について紹介します。おたかの道湧水園の自然の
中で、虫の色のひみつに触れてみませんか。

午前９時～午後５時
（入館は午後４時 45分まで）
令和６年７月 23日（火）～９月 16 日（祝・月）
武蔵国分寺跡資料館　講座室
「おたかの道湧水園」への入園料が必要
月曜日（祝・振替休日の場合は直後の平日）

■開館時間

■期　　間 
■会　　場
■入  館  料
■休  館  日
※状況により会期が変更となる場合があります。

は　ま の え　い じ

たまむしのず し

［住所］　〒185-0023　東京都国分寺市西元町1-13-10
［電話］ 　042-323-4103　　［FAX］　042-300-0091
［E-mail］　museum@city.kokubunji.tokyo.jp
［HPアドレス］
 http://www.city.kokubunji.tokyo.jp/shisetsu/kouen/1005196/1004239.htmlMusashi Kokubunji Temple Remains Museum
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浜野栄次昆虫コレクション
～虫の色のひみつ～



「浜野先生との出会いは、私が出版社で昆虫図鑑の担
当をしていた時、著者である先生のところに編集者とし
てお伺いしたのが始まりです。私も小学生のころから虫
が好きで、中学生になってからは、本格的に蝶にのめり
込み、採集し標本作りをしていました。当時の日本のほ
ぼすべての昆虫図鑑に先生の生態写真が掲載されていま
したので、アマチュアの昆虫好きにとって先生は憧れの
人でした。それ以来、仕事にかこつけて国分寺に頻繁に
出入りするようになり、先生が撮影の拠点としていた長
野県伊那市の鉱泉宿にたびたび同行させてもらいまし
た。夜、先生は必ずライトトラップで蛾の採集をし、私
に蛾の奥深さを教えてくれました。それ以来私は蛾を専
門に研究し今日に至っております。」

「浜野栄次昆虫コレクション」は、昆虫生態写真家の
浜野栄次氏が長年にわたり収集した昆虫標本のコレクシ
ョンです。市の教育の場などに標本を活かして欲しいと
いう故人の意思をご遺族が尊重したことから、平成４年
に国分寺市に寄贈され、これまで公民館や図書館、武蔵
国分寺跡資料館でコレクションの一部が展示されてきま
した。令和６年度は、「浜野栄次昆虫コレクション～虫
の色のひみつ～」と題し７月23日から９月16日まで、
武蔵国分寺跡資料館でコレクションの展示（一部）を行
います。本号では、浜野氏が残した標本の整理作業を引
継ぎ、昆虫標本のメンテナンスにご協力いただいている
沼田康夫さんに浜野氏との思い出についてインタビュー
を行いました。

【浜野栄次氏について】
大正12年（1923）、東京上野に生まれる。第一東京市立
中学校（現：都立九段高校）、明治大学卒業。
昭和39年（1964）より東南アジア各国の昆虫を撮影取材
し、とくに台湾へは30数次にわたって訪れ、その集大成が
『台湾産蝶類生態大図鑑Ⅰ・Ⅱ』となって結実しました。
主な著書に『昆虫生態図鑑Ⅰ・Ⅱ』、『昆虫という世界』、

「1973年に先生がインドネシアのスマトラ島に撮影に
行かれる時に連れて行ってくれました。当時は日本から
インドネシアまでの直行便はなく、香港、シンガポール
経由でした。トランジットでシンガポールの空港に到着

した時、ものすごいスコールで、飛行機からターミナ
ルまで土砂降りの中を走り、二人ともびしょ濡れにな
ったことは忘れられません。現在のチャンギ空港の威
容からは想像もできない時代でした。この遠征は先生
にとっても思い出深いことだったと思います。スマト
ラの熱帯雨林で初めて見る熱帯の昆虫に感激する毎日
でした。この遠征の成果は先生の著書『熱帯アジアの
昆虫』にまとめられています。」

「先生は晩年、失われつつある東京の自然を写真で残
し、あわせて自然環境を守ろうと〈東京ネイチャーフォ
トクラブ〉を設立しました。著名な昆虫学者や自然科学
写真家などの会員が参集し、やっと軌道に乗り始め、こ
れからという時に先生は病に倒れてしまいました。その
後も東京の自然は加速度的に失われています。浜野先生
が目指した生態系を大切にするという志を、我々も引き
継いでいかなければならないと思っています。」

『カラー歳時記・虫』、
『熱帯アジアの昆虫』な
どのほか、児童物の著
作もあります。
国分寺市泉町に30数年
間住み、昆虫生態写真
家の草分けとして活躍
していましたが、平成
４年（1992）春に没し
ました。享年69歳。

●浜野先生との出会いや関わりについてお聞かせくだ
さい。

●浜野先生とのエピソードで特に印象に残っているこ
とは何ですか。

●浜野先生からの教えで大切にしていることを教えて
ください。

ぬまぬま やすやす

写真２　スマトラ島到着時の浜野氏（左）・沼田氏（右）

写真１　昆虫標本のメンテナンス作業の様子

夏季展示「浜野栄次昆虫コレクション」関連インタビュー

た お
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国分寺市文化財ふれあいカレンダー【令和６年度事業予定】　

・記号説明：●→ふるさと文化財課主催・共催事業　〇→ふるさと文化財課愛護ボランティア講座、無印→その他

 【　】→会場　※→事前申込制

・内容、日程は変更することがあります。

・事業の詳細は市報、または市のHPをご参照ください。 お問い合せ先　国分寺市教育委員会　ふるさと文化財課

185 - 0023　東京都国分寺市西元町１-13-10〈電話〉042-300-0073〈FAX〉042-300-0091

ぬま やすた お
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来館者数累計　189,642 名
2009 年 10 月 18 日～ 2024 年３月末日

多くのご来館ありがとうございました

○来館者数は、 おたかの道湧⽔園の⼊園者数

来館者数

【２月～３月の学校見学】

【来園校】　市⽴五⼩（６年⽣）、明星中学校、和光⾼等学校

月

２

３

計

来館者数

619

889

1,508

開館日数

25

27

52

小学生
中学生
高校生

学校
１
１
１

人数
86
38
25

ホームページ
二次元バーコード

■開館時間
　午前９時～午後５時（入園は午後４時45分まで）
■休館日
　毎週月曜日（祝日・振替休日の場合はその翌日）
　年末年始（12月29日から１月３日まで）
　※展示替えなどで臨時休館することがあります。 
■入園料
資料館に入館するには「おたかの道湧水園」への入園料が

　必要になります。（入園券は史跡の駅で販売）
　　一般……………100円（年間パスポート1,000円）
　　中学生以下……無料
〔入園料の減免規則があります〕
（1）学校の教育活動で生徒（中学生を除く）、学生及び引率の教職員が
　　  入園するとき〔事前（５日前まで）に減免申請書の提出が必要です。〕
（2）身体障害者等及びその介護者が入園するとき
　　〔発券窓口の史跡の駅で身体障害者手帳等の提示が必要です。〕
（3）その他教育長が特別の理由があると認めるとき
　　〔事前（５日前まで）に減免申請書の提出が必要です。〕
　※減免申請書は、国分寺市のホームページからダウンロードできます。

■交通のご案内
　　［電車］◎JR国分寺駅下車／徒歩約20分　◎JR西国分寺駅下車／徒歩約15分

　　［バス］
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武蔵国分寺公園
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黒鐘公園

都立
殿ヶ谷戸庭園

遺跡調査会
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第四小学校

東京都
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史跡の駅

おたかの道湧水園

国分寺
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東山道武蔵路跡

文化財資料展示室

武蔵国分尼寺跡

伝鎌倉街道

武蔵国分僧寺跡

真姿の池湧水群

元町通り

お鷹の道

道
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府

多喜窪通り

東元町三丁目

泉町交差点

国分寺四小入口

西元町一丁目
泉町一丁目

国分寺四中入口

中央本線

野川野川

一里塚

緑橋

花沢橋

真福寺
児童遊園地

西
武
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湖
線西武国分寺線

武蔵国分寺跡資料館

旧本多家住宅長屋門

国分寺駅

西国分寺駅

※駐車場はありません

バス停
泉町一丁目

バス停
国分寺駅西

バス停
史跡武蔵国分寺跡

バス停
西国分寺駅東

※新型コロナウイルス感染症対策のため、引き続き手指の消毒にご

　協力ください。マスクの着用は利用者個人の判断としています。

国分寺駅下車
　〇「国分寺駅西」より国分寺市地域バス『ぶんバス』
　　万葉・けやきルート「史跡武蔵国分寺跡」下車／徒歩約８分
　〇「国分寺駅南口」より 京王バス
　　系統番号〈寺83〉・〈寺85〉乗車「泉町一丁目」下車／徒歩約８分
西国分寺駅下車
　〇「西国分寺駅東」より国分寺市地域バス『ぶんバス』
　　万葉・けやきルート「史跡武蔵国分寺跡」下車／徒歩約８分
　　または、日吉町ルート「泉町一丁目」下車／徒歩約８分

【開催日】８月 24 日（土）
【時間】 ①午前 10 時
 ②午前 11 時
 ③午後２時 30 分

おたかの道湧水園では夏休み期間に合わせて子ども向けのイベント
を以下のように開催します。イベント参加は無料です。

【日程】 ７月 27 日（土）、８月 21 日（水）
【時間】 ①午前11時～12時  ②午後２時30分～４時
【対象】 どなたでも（１人ひとつ）

おたかの道湧水園は下記の日程で無料公開します。
【期間】10月18日（金）、11月３日（祝）、４日（振休）
【時間】午前９時～午後５時 時４後午は園入（ 
　　　  45 分まで）

レプリカを作ろう（事前申込）拓本うちわを作ろう（事前申込）

昆虫缶バッジ作成（予約不要）

令和２年３月に市重要有形民俗文化財に指定
された本多八幡神社神輿は、文政３年
（1820）に多摩市小野神社の神輿として製作
され、昭和11年（1936）に本多八幡神社へ譲
渡されたものです。神輿の里帰りは、神輿製
作200年を記念して令和２年（2020）に「里
帰り報告祭」として計画されましたが、４度
延期されようやく令和６年４月７日に実現し
ました。午前中には、小野神社、本多八幡神
社、神輿関係者による式典が行われ、午後に
小野神社周辺を新旧の神輿が渡御しました。

聖蹟桜ヶ丘駅付近

【定員】各回６名程度
【対象】中学生以下 ※小学３年生以下は保護者同伴
申込等の詳細は、国分寺市報（７月 15 日号）・市ホー
ムページでお知らせします。

※すべて屋外での作業となるため雨天中止となります。

と ぎょ
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